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ＡＩスピーカー、日本市場は５年後、年間３００万台へ !   

ヒアラブル端末、スマートイヤホン、急成長へ！ 補聴器潜在需要にも好影響！ 

ＡＩスピーカー、ヒアラブル端末の調査報告書完成！ＡＱＵ先端テクノロジー総研 

 

 

http://www.aqu.com/ai-speaker-hearable/        ＡＩスピーカー、ヒアラブル端末 

http://www.aqu.com/aqu-news/2017-8-30.pdf     ニュースリリース 

http://www.aqu.com/ai-speaker-hearable/sample-1.pdf   内容サンプル 

http://www.aqu.com/                            ＡＱＵ メインページ 

 

 
 

 

● ＡＩスピーカー、日本市場は５年後、年間３００万台へ !  

● ヒアラブル端末、スマートイヤホン、急成長へ！ 補聴器潜在需要にも好影響！ 

● ＡＩスピーカー、ヒアラブル端末の調査報告書完成！ＡＱＵ先端テクノロジー総研 

● このたび、先端テクノロジーの調査会社の AQU 先端テクノロジー総研（AQUARIUS 最先

端研究所、代表、子安克昌）は、『ＡＩスピーカー及び、ヒアラブル端末の市場動向、市場

予測に関する調査』 調査報告書を発刊いたしました。 

 

 
 

 
 
Ø ＡＩスピーカー（スマートスピーカー）、及びヒアラブル端末（ヒアラブルデバイス）は、
まだスタートしたばかりで黎明期にすぎないものの、ＩｏＴ、ＡＩビジネス領域におい
て、今後の世界市場、日本市場で、大いに飛躍の可能性を秘めた市場として注目
される。 

 
Ø アマゾンのＡＩスピーカー「Amazon Echo」は、米国を中心に累計、１,５００万台を超
えるいっぽう、音声アシスタント「Amazon Alexa」の機能を拡張する「Alexa スキル」
の種類は、１万種類を超えており、ハードの市場であるとともに、スキル（アプリ）市
場としても注目される。Ｇｏｏｇｌｅ、Ｍｉｃｒｏｓｏｆｔ、Ａｐｐｌｅなど大手企業の参入により、
世界的にも、急速な普及が見込まれている。アクティブな米国では、すでに家庭の
7％に音声アシスタントが組み込まれたＡＩスピーカーが存在。また、米国世帯の
75％が 2020 年までにスマートスピーカーを所有する、また、世界中の家庭の約
3.3％が 2020年までに AI スピーカーを使用する、との見方もある。 

Ø 日本国内では、ライン、ＮＴＴドコモなどが参入しはじめているが、Ｇｏｏｇｌｅ、Ａｐｐｌｅ
などグローバル企業の動向によっては、スマートスピーカーとともに、スマート TV、
ホームロボット、コネクテッドカー（車載端末）などにも、急速に音声ＡＩアシスタント

http://www.aqu.com/ai-speaker-hearable/
http://www.aqu.com/aqu-news/2017-8-30.pdf
http://www.aqu.com/ai-speaker-hearable/sample-1.pdf
http://www.aqu.com/
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が広がってゆく可能性がある。 

Ø 当調査（２，２００人調査）でも、ＡＩスピーカーとヒアラブル端末についての欲求度を
とらえたところ、「ＡＩスピーカー欲しい」２７．４％、「ヒアラブル端末欲しい」２６．２％
となり、４人に１人強の人が、欲しいという、強い需要が伺えている。 

Ø ヒアラブルの可能性については、ハンズフリーで音楽が聴けたり、電話ができる、と
いった用途以外にナビゲーション、ノイズキャンセリング、音声フォーカス、同時通
訳など、幅広い用途が広がっている。とくに、社会的課題を考えた場合、聴覚に障
害を持つ人（補聴器のサポートが必要な人）は、全人口の１１．３％である。このうち
補聴器のサポートを受けている人は、１３．５％に過ぎず、残りの８６．５％は、補聴
器のサポートを受けていない。社会の高齢化とともに、難聴などに悩む人が多くな
っており、補聴器のサポートを潜在的に有している人が多く、ヒアラブル端末（スマ
ートイヤホン）は、こうした人々にも応えられる可能性が大である。また補聴器ユー
ザーにおいてもスマホとの連携を求めていることが多く、ヒアラブル端末（スマートイ
ヤホン）の社会的使命（需要）は大きい。 

Ø ＡＩスピーカーは、２０１７年頃までアマゾンをリード役に、前年比３倍以上の拡大を
してきているが、２０１９年以降は、３０％内外の成長が続くものと考えられ、５年後
の２０２２年には、世界市場は１億５千万台を突破。日本市場も高成長が続き、同
年、３００万台を突破すると予測している。 

Ø ヒアラブルは広義として、補聴器、従来イヤホンを含むヘッドホン、そして、スマート
イヤホン、その他産業用などに分類できる。市場規模としては、ヒアラブル全体で
世界市場、２０１７年、１８０億ドル規模（見通し）となっているが、５年後の２０２２年に
は、４５０億ドル規模に達すると予測している。特徴的なのは、スマートイヤホンの
急成長で補聴器、ヘッドホン（従来イヤホンを含む）の潜在需要に大きな影響を与
えている点である。 

Ø 当調査報告書は内外の市場動向、実際の需要動向調査をふまえ、ＡＩスピーカー
（スマートスピーカー）、及びヒアラブル端末（ヒアラブルデバイス、スマートイヤホ
ン）の市場分析、市場予測を行ったものである。当調査報告書が皆様のビジネス
開発、研究開発、製品サービス開発に少しでも寄与できれば幸いである。 

 

 

 

 

 

● 調査テーマ 

 

 
 

 

ＡＩスピーカー及び、ヒアラブル端末の 

 市場動向、市場予測に関する調査 
 

－－ススママーートトススピピーーカカーー、、ススママーートトイイヤヤホホンンのの需需要要拡拡大大ををととららええるる－－  
 

<調査報告書> 
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【調査ポイントの一例】 

 

 

2015      2016     2017  2018    2019     2020    2021  2022    2023     2024    2025 （年）  

（市場拡大）

市場拡大発展へ

市場離陸市場創造

 ＡＩスマートスピーカーのビジネスビジョン

スマートホーム
スマートオフィス

スマートホーム
スマートオフィス

●ショッピング

市場成長拡大

■用途  音楽サービス、ニュース、天気、クイズ、格言、ショッピング、家電コントロール、スマートホーム、スマートオフィス

●音楽サービス

■技術  音声ＡＩアシスタント 照明、ディスプレイ、ホームロボット融合、ＩｏＴのハブ、音声アプリ市場

●ディスプレイ

●家電コントロール

●照明
★Google

★Ａｐｐｌｅ

家庭用のオンラインショッピングに
スマートスピーカー利用普及

●ニュース

※東京
夏季オリンピック
（2020年）

※韓国平昌
冬季オリンピック
（2018年）

★Ａｍａｚｏｎ

ＡＩスマートスピーカー
ＡＩスマートスピーカー

音声アプリ音声アプリ

         ＡＩエージェントへの
        親しみ、魅力的な声

         ＡＩエージェントへの
        親しみ、魅力的な声

★リビング

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

2017年 2018年 2019年 2020年 2021年 2017年 2022年

●クイズ

★家庭におけるＩｏＴのハブ

音声によるスマートネットワーク
音声データ解析、ビッグデータの新ビジネス

●天気予報

★ベッドルーム

★ホームロボット融合

★コネクテッドカー搭載
★キッチン

２０２２ 年、３０億ドル

★ＬＩＮＥ

★Ｍｉｃｒｏｓｏｆｔ

★音声アプリケーション市場の発展

全世界で、3%の家庭に普及、（ガートナー）

★ＮＴＴドコモetc.

米国世帯、２０２０年、７５％に普及

●読み聞かせ

●環境音楽
  （海、森、）

 

ヒアラブル市場 俯瞰図

重度

健常者、一般

ソノヴァグループ
ウィリアムデマントグループ

シバントスグループ
GNリサウンドグループ
スターキー
ワイデックス

（製造）

海外（米国等）

オンキヨー
ＪＶＣケンウッド
ソニー
パナソニック
ＮＥＣ
ネイン
その他

日本企業

ヒアラブル端末、
スマートイヤホン等

リオン
パナソニック補聴器
コルチトーン
オムロン
ニコン
パイオニア
※ＯＥＭ含む

（製造）

聴覚障害度合い

Ａｐｐｌｅ
Bragi  
Nuheara  
Waverly Labs   
QuietOn
Samsung
Doppler Labs
EARIN
ERATO
その他

軽度の障害者

従来の音楽等以外
の用途

★用途の拡大（ナビ、同時通訳、ヘルスモニタリングetc.(スマホ連携）
(スマホ連携）

(ＡＩ音声アシスタント搭載）

補聴器補聴器

ヒアラブル端末、
スマートイヤホン等

※補聴器を含めて俯瞰

 

ＡＩスピーカーの市場鳥瞰図

Ａｍａｚｏｎ（米国）

Ｇｏｏｇｌｅ （米国）
Ａｐｐｌｅ（米国）
Ｍｉｃｒｏｓｏｆｔ （米国）
Ａｌｉｂａｂａ（中国）
SAMSUNG（韓国）
スタートアップ

その他（台湾ほか）

ライン
ＮＴＴドコモ
オンキヨー

ＪＶＣケンウッド
ソニー
パナソニック

シャープ
ソフトバンク
ＮＴＴ

ＮＥＣ
富士通
その他

ベンチャー

（製造）

日本企業

Ａ

Ｉ
ア

シ

ス
タ

ン

ト

海外（米国等）

音声アプリ市場創造
プラットフォーム創造

ビジネス＆
一般ユーザー

音声データ

●ショッピングのフロントエンド（Ａｍａｚｏｎ）、

高級オーディオ（Ａｐｐｌｅ）など、各社の
思惑の違い大きい。
●魅力的スキル（アプリ）が課題
●ハードや声に親しみを感じられるかも課題

音楽コン
テンツ

家電・通信
音響企業等

アプリ市場

ＡＩスピーカー

スマートフォン

Ａ

Ｉ
ク

ラ

ウ
ド

Ａ

Ｉ
ビ

ッ

グ
デ

ｌ

タ

ロボット、車載端末、スマートホームなど

音声データ

Ａ

Ｉ
ク

ラ

ウ
ド

Ａ

Ｉ
ビ

ッ

グ
デ

ｌ

タ

Ａ

Ｉ
ア

シ

ス
タ

ン

ト

補聴器、ヒアラブル端末の相関図

補聴器の機能に
一部融合

（環境音のコントロール、
ノイズキャンセリング等）

ＶＲ ＨＭＤ
市場

スマートフォンとの連携
（ヘルスケア・モニタリングなど）

補聴器

ヒアラブル端末
（スマートイヤホンなど）

補聴器市場

聴覚障がい者など

現在、需要を
  カバーしきれてない！

スマートフォン

ＩｏＴ市場

連携

補聴器需要
の取り込み

聴覚障害者の潜在需要の大きさ

聴覚障

害、難聴
者の比率

11.3%

その他

88.7 %

補 聴器
もっ てい

な い人 ,

8 6 . 5 %

聴覚 障
害 、難
聴者の

う ち補聴
器持 っ
てい る

人の比
率 13. 5%

人口に占める、聴覚障害、難聴者１１．３％のうち、

補聴器がない人は、８６．５％（→ヒアラブル新需要）

 
  

 

 
                                                   

※調査の一部    

     

● 調査スケジュール        2017年 6月 1日～2017年 8月 25日 

● 当該連調査報告書 
 

 『ＡＩスピーカー及び、ヒアラブル端末の市場動向、市場予測に関する調査』 
－スマートスピーカー、スマートイヤホンの需要拡大をとらえる－ 

http://www.aqu.com/ai-speaker-hearable/ 
 ISBN 978-4-904660-34-8 

 
※お問い合わせ連絡先 
****************************************************************** 
株式会社 AQU先端テクノロジー総研 
http://www.aqu.com/   
〒260-0027千葉市中央区新田町 36-15   
千葉テックビル 6FTEL 043-204-1258         
FAX 043-204-1316 
子安、那須 
info@aqu.com 
****************************************************************** 
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